
平成18年 11月 2日
兼 松 株 式 会 社

平成19年3月期中間決算ハイライト（連結）

資産・負債及び
純資産の状況

前期末 当中間期末 平成18年3月末比

(平成18年3月末) (平成18年9月末) 増減 増減率(%)

　総資産 5,560 5,764 204 3.7%

　グロス有利子負債 2,984  2,890 △ 94  △3.2%

　ネット有利子負債 2,463 2,248 △ 215  △8.7%

　 株主資本 385 446 61 15.7%

　 評価・換算差額等 △ 125 △ 138 △ 13 10.0%

　 少数株主持分 150 150 0 －

　純資産合計 410 458 48 11.7%

損益の状況
前中間期

(平成17年9月中間期)
当中間期

(平成18年9月中間期)
前年同期比 　自己資本比率　（注1） 4.7% 5.3% 0.6% －

利益率 利益率 増減額 増減率(%) 　ネ DEット R　　（注2） 9.5倍 7.3倍 △2.2倍 －

売上高 4,677 6,263 1,586 33.9%
（注1）自己資本比率＝（純資産－少数株主持分）／総資産　　（注2）ネットDER＝ネット有利子負債／（純資産－少数株主持分）

売上総利益 352 7.5% 485 7.7% 133 37.7% 連結キャッシュ・フロー 平成17年9月期 平成18年9月期
　販売費・一般管理費 272 77.2% 364 75.1% 92 33.9%

営業利益 80 1.7% 121 1.9% 41 50.7% 　営業活動によるキャッシュ・フロー 133 83

　営業外収益 23 20 △ 3  △11.2% 　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 17 138

　営業外費用 44 47 3 7.4% 　フリーキャッシュ・フロー 116 221

経常利益 59 1.3% 94 1.5% 35 59.0% 　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 222 △ 92

　特別利益 23 54 31 131.0%

　特別損失 309 27 △ 282  △91.3%

税引前当期純利益 △ 227 121 348 －

　法人税等及び少数株主利益 15 58 43 275.7%

中間純利益 △ 242 － 63 1.0% 305 －
＊　売上総利益に対する販管費率　　

部門別セグメント情報

売上高 営業利益

前中間期 当中間期 前年同期比 前中間期 当中間期 前年同期比

H17/9期 H18/9期 増減 H17/9期 H18/9期 増減

　　Ｉ　　　　Ｔ 1,284 1,678 394 15 42 27

　食品・食糧 749 1,333 584 6 14 8

鉄　　鋼 615 676 61 26 27 1

プラント 511 501 △ 10 12 9 △ 3

　鉄鋼・プラント 1,126 1,177 51 38 36 △ 2

エネルギー 1,068 1,464 396 8 19 11 平成１９年３月期見通し
平成18年3月期

実　　績

平成19年3月期
見通し

（期初公表ﾍﾞｰｽ）

平成19年3月期
見通し

（10月23日修正）
前期比

ライフサイエンス 146 158 12 3 2 △ 1

　ライフサイエンス・エネルギー 1,214 1,622 408 11 21 10 　売上高 11,047 11,500 12,000 953

　繊　　　維 279 286 7 5 2 △ 3 　経常利益 157 175 185 28

　そ　の　他 27 169 142 5 4 △ 1 　当期純利益 △ 217 100 100 317

　消去又は全社 △ 2 △ 1 1 0 1 1

　合　　　計 4,677 6,263 1,586 80 121 41

 

　
　　　　　・「ＮｅｗＫＧ２００」最終年度となる当中間売上高は、6,263億円と前年同期比33.9%（+1,586億円）の増収。
　　　　　・売上総利益も売上高増加に伴ない485億円となり、前年同期比37.7%の増益。
　　　　　・営業利益は121億円と、前年同期比50.7%の大幅増益。
　　　　　・経常利益も94億円となり、前年同期比59.0%の大幅増益。
　　　　　・中間純利益は期初見通しを大幅に上回る63億円。　前期に実施した「完全復活のための最終地固め」が奏功。

売上高、　売上総利益
原油価格上昇に伴うエネルギー事業の好調、及び連結対象会
社の増加もあり増収増益。

販売費・一般管理費
連結対象会社の増加に伴う人員増及び事業領域の拡大により
費用増加。　売上総利益に対する販管費率は、2.1%改善。

営業利益、経常利益
エネルギー、鉄鋼、工作機械等の好調により、大幅増益。

特別損益
前年同期に発生した資産見直しによる特別損失分が減少、また
不動産・株式などの資産流動化による特別利益増加により、大
幅改善。

中間純利益
期初見通しの40億円を大幅に上回る63億円。

当中間期実績の概要

Ｉ　Ｔ
半導体製造装置関連、米国でのプリンタ輸出取引が好調。加えて
兼松エレクトロニクスの新規連結効果もあり増収増益。

食品・食糧
穀物関連取引が好調、円安の影響もあり増収。また新東亜交易
の自販機部門の貢献もあり、全体として増収増益。

鉄鋼・プラント
鉄鋼は、米国での石油・天然ガス採掘用パイプ取引や鉄鋼原料
取引が好調で増収増益。
プラントは、工作機械事業が好調だったが、東南アジアにおける
商権の一部終了等により減収減益。

ライフサイエンス・エネルギー
エネルギーは、ガソリンなど石油製品の市況が高値圏で推移する
中で、価格転嫁を進めたことにより増収増益。

繊維
ＯＥＭ事業が好調で増収となったが、ブランド事業の先行投資等
により減益。

各部門の概要

概　　要

有利子負債
ネット有利子負債は、中計最終年度目標の2,500
億円を1年前倒しで達成済なるも、引き続き圧縮
に努め、2,248億円。今期末見通しの2,300億円も
達成。

株主資本
中間純利益により増加。
その結果、自己資本比率は5.3%、ネットＤＥＲは
7.3倍に改善。

＊ ＊
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＊上記の見通しは、発表日現在における入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係わる仮定を前提としております。
　 従いまして、実際の業績につきましては、今後の様々な状況変化により、記載の見通しとは大きく異なる可能性がありますことにご留意ください。

H16/9   H17/9    H18/9

○当中間期は、前年同期比、増収増益。
○営業利益、経常利益は、過去１０年の最高益を達成。
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